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米子松蔭高校経友会広報担当

学校ホームページ　  http://www.yonagoshoin.ed.jp
　　　　　　　　　　　　→「在校生・保護者・卒業生」→「経友会情報」

　
ご
あ
い
さ
つ

経
友
会
会
長
　
鈴
　
木
　
雅
　
美
　

　
卒
業
生
の
皆
様
、
本
日
は
ご
卒
業

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
保

護
者
の
皆
様
、
心
よ
り
お
祝
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
校
長
先
生
並

び
に
諸
先
生
方
の
ご
功
労
に
対
し
、

改
め
て
敬
意
を
表
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
卒
業
生
の
皆
様
は
、
こ
れ
か
ら
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
等

へ
の
進
学
、ま
た
県
内
外
へ
の
就
職
と
進
む
道
は
様
々
で
す
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
か
ら
も
多
難
の
道
が
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。
卒
業
さ
れ
て
か
ら
各
方
面
や
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
向
か
っ

て
頑
張
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
卒
業
生
の
会
で
あ
る
「
経
友
会
」
は
、
現
在
関
西
支

部
、
中
京
支
部
も
頑
張
っ
て
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
本
同

窓
会
の
活
性
化
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
様
々
な
活
動
を
通
し
て
、
同
期
生
同
士
の
交
流
が
継
続
し

て
行
わ
れ
、
ま
た
世
代
を
超
え
た
交
流
が
さ
ら
に
活
発
と
な
る

よ
う
な
素
晴
ら
し
い
同
窓
会
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
皆
様
の
絶
大
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
経
友
会
（
卒
業
生
会
）

　
　
　
本
部
　
米
子
松
蔭
高
等
学
校

　
　
　
支
部
　
関
西
支
部
（
大
阪
府
）

　
　
　
　
　
　
中
京
支
部
（
愛
知
県
）

　
経
友
会
会
員
の
皆
様
へ

学
校
長
　
佐
　
伯
　
友
　
茂
　

　
経
友
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
よ
り
本
校
の
教
育
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、
昨
年
全
国
各
地
で
地
震
・
豪
雨
な
ど
様
々
な
自
然
災

害
が
発
生
し
、
多
く
の
人
々
が
被
災
さ
れ
、
尊
い
命
や
多
大
な
被
害

を
受
け
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
共
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様

が
一
日
も
早
く
日
常
の
生
活
を
取
り
戻
さ
れ
ま
す
よ
う
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

　
本
校
の
近
況
と
し
ま
し
て
は
、昨
年
度
末
に
こ
の『
大
山
』で
も
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
が
、

今
年
度
の
入
学
生
か
ら
商
業
科
を
廃
止
し
、
オ
ー
ル
普
通
科
と
な
り
、
本
校
の
新
た
な
歴
史
が

ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
普
通
科
特
別
進
学
コ
ー
ス
・
進
学
コ
ー
ス
に
加
え
て
普
通
科
総
合

選
択
コ
ー
ス
を
新
た
に
設
置
し
、『
選
べ
る
普
通
科
』
と
広
報
し
、進
学
系
の
科
目
だ
け
で
な
く
、

専
門
学
科
系
の
科
目
も
多
く
履
修
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
三
つ
の
コ
ー
ス
で
様
々
な
進
路

に
対
応
す
る
と
共
に
、
多
様
な
科
目
選
択
を
可
能
に
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
、
生
徒
た
ち
の
学

習
意
欲
を
高
め
て
将
来
の
夢
を
叶
え
る
力
に
な
る
も
の
に
し
ま
し
た
。
こ
の
度
の
学
科
・
コ
ー

ス
改
革
は
本
校
の
建
学
の
精
神
『
社
会
に
真
に
役
立
つ
実
践
的
人
材
の
育
成
』
を
受
け
継
ぎ
、

さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
も
の
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
卒
業
式
を
三
月
一
日
に
実
施
い
た
し
ま
す
が
、
こ
の
度
の
２
０
０
名
余
の
卒
業
生

を
含
め
て
本
校
卒
業
生
の
総
数
が
１
万
９
０
０
０
名
半
ば
と
な
り
、
大
台
の
２
万
人
に
近
づ
い

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
多
く
の
卒
業
生
の
皆
様
が
本
校
を
卒
業
し
、
地
元
を
は
じ
め
様
々
な

地
域
で
活
躍
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
昨
年
八
月
二
十
五
日
に
経
友
会
総
会
が
、
多
く
の
会
員
の
皆

様
の
ご
出
席
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
八
月
四
日
に
経
友
会
中
京
支
部
総
会
、

十
一
月
九
日
に
伯
友
会
（
鳥
取
県
西
部
地
区
高
等
学
校
同
窓
会
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。
私
も
す

べ
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
卒
業
生
の
皆
様
が
お
元
気
で
ご
活
躍
の
様
子
を
伺
い
、
本
当
に

う
れ
し
く
ま
た
心
強
く
感
じ
ま
し
た
。
今
年
度
の
卒
業
生
も
先
輩
に
続
き
、
社
会
に
お
い
て
力

強
く
生
き
て
、
社
会
に
貢
献
し
、
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
在
校
生
は
様
々
な
場
面
で
め
ざ
ま
し
い
活
躍
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。体
育
部
で
は
、

男
女
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
・
剣
道
部
男
女
・
体
操
部
・
ス
キ
ー
（
距
離
）
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出

場
し
、
文
化
部
も
美
術
部
・
簿
記
競
技
部
・
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部
・
商
業
技
術
部
・
英
会
話

部
・
写
真
部
と
数
多
く
全
国
大
会
に
出
場
し
、
活
躍
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
本
校
２
年
生
が
馬

術
で
国
民
体
育
大
会
に
出
場
し
２
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
選
抜
大
会
に
剣
道
部
女
子
・

ス
キ
ー
（
距
離
）
が
出
場
を
決
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
米
子
松
蔭
生
の
活
動
に
、
ご
支
援
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
経
友
会
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
と
共
に
、経
友
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
皆
様
の
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。
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　平成 30 年８月 25 日（土）に皆生温泉 芙蓉別館にて２年に１度開催される総会・懇親会が行

われました。会員、教職員あわせて 44 名の参加があり、盛会なうちに終了いたしました。米

子高等経理学校・米子商業高等学校・米子松蔭高等学校という米子永島学園の３つの時代の卒

業生が集まり、幅広い世代の交流の会となりました。

　懇親会ではゲストとしてお招きした地元のバンド「港ベンチャーズ」の素晴らしい演奏で大

いに会場全体が盛り上がり、とても充実した時間となり

ました。ご参加いただきました皆様、ありがとうご

ざいました。次回は平成 32 年に学校での開催を

予定しております。一人でも多くの会員の皆

様のご参加をお待ちしております。

平成30年度経友会総会・懇親会開催
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　本校を平成 27 年度に卒業したプロキックボクサーの晃貴選手（K －１ジム相模大野

KREST）が、１月 26 日（土）に東京・後楽園ホールで開催された格闘技大会 Krush（クラッ

シュ）でタイトルマッチに挑み、第４代 Krush バンタム級王座を獲得しました。次の目標で

ある K －１の舞台を目指して、今後の活躍が大いに期待されます。

 卒 業 生 の 活 躍

日本海新聞　2019年（平成31年）１月28日（月）　20面掲載
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剣道部女子
～８連覇達成 !! 全国高等学校剣道選抜大会出場～

　平成 30 年 12 月 15 日（土）に鳥取県立武道館で行われた第 28 回全国高等学校剣道選抜大会

鳥取県予選女子団体の部において 8 年連 14 回目の優勝を成し遂げました。

　準決勝戦では、新人戦優勝の倉吉東高校、決勝戦では、米子東高校に勝利し、３月 26 日（火）、

27 日（水）に愛知県春日井市にて行われる、全国選抜大会への出場が決定しました。

【北堀先生より一言】

　11 月中旬に行われた県新人戦では、３位という結果に終わりました。この結果が部員のや

る気を今まで以上に引き出し、レベルアップをはかることができました。また、今大会では惜

しくも準優勝だった男子との合同練習、引退した男女３年生も後輩の為にと力を貸してくれた

ことも大きな勝因でした。全国大会まで短い期間ですが、更なる技術・精神面の向上を目指し、

全国で一つでも多く勝ち上がれるよう稽古に精進したいと思います。

【山本綾美主将より一言】

　選抜大会県予選では、内容的にはチーム全員が実力を出し切ることができませんでした。全

国大会では、県外の強いチームと戦いますが、１試合でも多く勝ち上がれるよう毎日の稽古に

取り組み、大会ではチーム１人１人が全力を出し切り最後まで繋ぐ試合をしたいです。
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スキー競技
野坂 勇二朗くん（１年） が全国大会３大会に出場 !!

　野坂 勇二朗くん（１年）が、１月９日（水）～ 11 日（金）にわかさ氷ノ山スキー場で行われた、

第 53 回鳥取県高等学校総合体育大会スキー競技の部に出場し、クロスカントリー 10 ㎞クラシ

カルで第２位、クロスカントリー 10 ㎞フリーで第３位に入り、両種目ともに２月８日（木）～

12 日（火）に秋田県鹿角市花輪スキー場で行われる、平成 30 年度全国高等学校総合体育大会（第

68 回全国高等学校スキー大会）への出場権を獲得しました。

　また１月 19 日（土）、20 日（日）に大山ホワイトリゾートで行われた、第 74 回国民体育大会

冬季大会スキー競技会鳥取県選考会においても、上記両種目で第 3 位に入り、２月 14 日（木）

～ 17 日（日）に北海道札幌市で行われる国民体育大会冬季大会スキー競技会に出場します。さ

らに、この国体選考会の結果、２月 25 日（月）～ 28 日（木）に長野県野沢温泉村で行われる、

第 31 回全国高等学校選抜スキー大会（ノルディック種目）への出場権も獲得しました。

　２月中に鳥取県代表として 3 つの全国大会に出場する野坂くんの活躍が期待されます。

（注）記事は２月４日（月）時点のものです。

【他の上位大会での活躍】

　第 60 回中国高等学校スキー選手権大会

　１月 22 日（火）～ 24 日（木）　於：わかさ氷ノ山スキー場

　　クロスカントリー 10 ㎞クラシカル　第５位入賞

　　クロスカントリー 10 ㎞フリー　　　第６位入賞
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女子ソフトテニス部

　「ハイスクールジャパンカップ」 への出場権を
　　　　　　　　谷村（２年） ・ 竹内ペア（１年） が獲得 !!

　２月２日（土）にコカ・コーラ体育館で行われた第 37 回鳥取県高校ソフトテニスインドア選

手権大会において、谷村波奈（２年）・竹内美聡ペア（１年）が優勝し、６月 19 日（水）～ 23 日（日）

に北海道札幌市円山庭球場で開催される「ゴーセン杯争奪ハイスクールジャパンカップ 2019」

に鳥取県代表として出場します。女子の米子松蔭勢の優勝は 15 年連続となります。

【決勝トーナメント１回戦】

　谷村・竹内ペア　４－１　米子東高校ペア

【決　勝　戦】

　谷村・竹内ペア　４－０　米子松蔭高校ペア

谷村（写真左）・竹内（写真右）ペア


